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第５回 杉並区立杉並第一小学校改築検討懇談会会議録（要旨） 

 

会 議 名 第５回杉並区立杉並第一小学校改築検討懇談会 

日 時 令和７年１月 28 日（火）午後３時 00 分～午後５時 10 分 

場 所 阿佐谷地域区民センター 第１・２・３集会室 

出 席 者 

委

員 

阿佐谷地区町会連合会の代表：田中 昭一 

杉並第一小学校通学区域内に存する町会の代表： 

佐藤 文夫 徳田 紀美子 

杉並第一小学校学校運営協議会、学校支援本部の代表： 

村上 徹也 伴野 博美 岡田 円治 竹越 不可止 

杉並第一小学校震災救援所の代表：近藤 浩 

杉並第一小学校 PTA の代表：長谷川 篤男 武田 幸彦 

杉並第一小学校学童クラブ保護者の代表：松嶋 彩 

杉並第一小学校校長：山口 祐美子 

杉並第一小学校副校長：杉田 英昭 小島 昭博 

懇談会委員 14 名（欠席６名） 

事

務

局 

教育長：渋谷 正宏       学校整備・支援担当部長：髙山 靖 

まちづくり担当部長：吉見 紗  学校整備課長：安川 卓弘 

学校整備担当課長：鈴木 伸建  拠点整備担当課長：郡司 洋介 

学校支援課長：中曽根 聡    防災課長：手塚 剛 

学童クラブ整備担当課長：千葉 俊明 

教育施設計画推進担当係長：岡本 智彦 

株式会社日総建：濱田 幸一 櫻井 成行 

傍 聴 者  ７名 

次 第 

１ 開会 

２ 設計事業者紹介 

３ 改築基本方針の実現に向けた提案 

４ 基本設計（案）作成の流れ 

５ 校舎配置プランの検討 

６ その他 

７ 閉会 

資 料 

資料１   改築基本方針の実現に向けて 

資料２   基本設計（案）作成の流れ 

資料３   校舎配置比較検討 

参考資料  設計事業者紹介  

参考資料  席次表 等 
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進行役 皆様、こんにちは。ご多用の中、ご出席いただきましてありがとうご

ざいます。 

ただいまから、第５回杉並区立杉並第一小学校改築検討懇談会を開会

いたします。 

初めに、杉並区教育委員会教育長よりご挨拶を頂きます。 

教育長 皆さん、こんにちは。平日のお忙しい中、お集まりいただきましてあ

りがとうございます。 

いよいよ設計業者さんも決まって、具体的な中身の検討ということに

なってまいりました。杉並ナンバーワンスクール、名実共にいい学校が

できるように、活発なご意見を重ねていただければと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

進行役 ありがとうございました。 

次第の２「設計事業者紹介」です。事務局からお願いいたします。 

学校整備課長 本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

私から事業者の紹介をさせていただく前に、これまで半年空きました

ので、これまでの経過ですとか、本日の議題について簡単にお話しさせ

ていただきます。 

杉一小の改築に当たりましては、昨年の８月までに、懇談会の委員の

皆様はもちろんですけれども、子どもたちですとか、教職員のアンケー

ト、それから、あさがやまちづくりセッションを通じまして地域の方々、

多様なご意見を踏まえまして、改築基本方針というものを定めたと。今

後、これをどうやって具体化していくか、実現していくかというところ

で、設計のステージに入っていくわけですけれども、通常、区の学校改

築に当たっての設計につきましては競争入札と申しまして、価格競争で

決めていくといったところが一般的なのですけれども、今回の杉一小の

設計につきましては、先ほどもありましたように多様な意見を実現して

いくという点で、力のある事業者様を選ぶということで、公募型のプロ

ポーザル方式というもので選定を行いました。 

これは、具体的には、皆様のご意見を踏まえた改築基本方針を技術的

にどうやって実現できるのかといったことについて企画提案を求めま

して、それを評価することで、技術的に裏づけがあるのか、実績がどう

なのかとか、あるいは、本件に取り組む意欲はどうなのかといったとこ

ろを総合的に評価しまして、選定を行ったということで、これが昨年の

９月から 12 月にかけて、今日はご欠席ですけれども、お二人の学識経

験者の方にも選定委員として入っていただきながら進めてきたという
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ことで、これは書類審査だけではなくて、プレゼンテーションですとか

ヒアリングも含めて、総合的な評価の結果でございます。 

今回のプロポーザルについては、３者から応募がございました。その

中で、株式会社日総建様が、その中で最高点ということで、100 点満点

にしますと 88％、かなり高い得点で選定をされたということでござい

ます。 

次に、本日の主な議題についてですけれども、主に大きく２つござい

まして、１つはこの企画提案の中で日総建さんが提案された提案書の内

容をご紹介しまして、今後の設計に向けてご意見を頂くと。 

大きく２点目としましては、設計の大きな最初のステップでございま

す校舎の配置計画、どこに校舎、グラウンドを持ってくるか、人の動線

をどうするかといったところを複数比較検討しまして固めていきたい

と思っております。これについては、今回はあくまで第１回目というこ

とで、検討に入るということでございます。 

本日は、日総建様から代表取締役社長、それから、今回のプロジェク

トを進めていただく設計チームの代表の皆様にお越しいただいており

ますので、この後、自己紹介と、会社、それから、実績等のご紹介をお

願いしたいと思います。 

それでは、日総建の皆様、お願いいたします。 

日総建 初めまして、ただいま紹介いただきました、株式会社日総建と申しま

す。今回、お仕事を担当させていただくことになりました。よろしくお

願いいたします。 

簡単に弊社の紹介をさせていただきます。前のほうにスライドを出し

ています。 

左上のところにメッセージとして挙げておりますけれども、「確かな

建築で、都市の未来をつくる」ということを当社の仕事に対する信念と

してやっております。単に建築だけではなく、まちづくりにつながるよ

うな、そういうところも視点として持ってやっているというところで

す。 

当社の沿革としましては、会社設立後 60 年たちまして、歴史の長い

会社だと自負しております。 

当初は電電公社の通信局舎を担当して幾つも建ててきておるのです

けれども、通信局舎という性格上、先ほどの「確かな建築」、しっかり

とした建物を造るといったところの技術力をしっかりと身に着けたと

考えております。 
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近年ですけれども、公共施設関係の仕事が大体仕事の６割から７割ぐ

らいを公共の仕事ということでさせていただいておりまして、特に近年

は公共施設の中でも、住民の皆様がお使いになるような施設というのが

非常に増えてきている。ここに挙げましたのは、公共では官庁施設関係

があります。ここは官庁関係で、しっかりとした建物をこうやって造っ

ていくということで、挙げさせていただきました。 

あと、住民の皆様が使うところで、商業施設的なもの、道の駅のもの、

そういったものも担当させていただいて、仕事の実績をつけさせてもら

っています。 

まちづくり系のところですけれども、ここに挙げましたのは江東区に

あります工場跡地の再開発のときに建築を担当しまして、まちづくりに

つながるような、こういう施設もやってきたといったところで見ていた

だければと思います。 

今回の施設、学校ですとか教育施設関係、それに関して具体的に幾つ

かの事例もここのところで紹介させていただきますが、ここのところは

業務担当から説明させていただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

日総建 今回の設計業務の総括責任者になります。 

本日は、うちの意匠チームのメインメンバーを連れてまいりました。 

意匠主任。 

それから、学校計画のエキスパート。 

それから、意匠担当になります。 

 本日は、ぜひ皆さんの忌憚のないご意見を伺わせていただき、よりよ

い建物にしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 今日、小学校ということだったので、弊社の実績の中から、教育系と

公共施設の案件を６件ほどピックアップして持ってきております。 

 こちらが、中野区の鷺の杜小学校になります。 

 学童クラブも併設しておりまして、３階建てで、１万 700 平米程度。

立地は、このとおり住宅街に囲まれています。校庭は人工芝という案件

になります。 

 住宅街に囲まれておりましたので絶対高さが 10 メートルぐらいの制

約がありまして、敷地が北と南で２つに分かれているという、非常に特

殊な敷地の制約がありました。こちらを校舎と校庭を渡り廊下でつなぐ

ということ、それから、教室の前のひさし、こちらのところに木を貼っ
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て木質化を図るというような、そういった特徴がございます。 

 こちらが、千代田区の富士見みらい館という建物になります。 

 １万 3,500 平米程度の６階建てで、小学校とこども園とわんぱくひろ

ばと併設しています。乳幼児から学童、青少年まで、年齢層の幅の広い

子どもの居場所を設置しています。 

 特徴は、左側が小学校、右側に体育館ですとかプールですとか、あと、

特別教室群を単純にボリュームで分けてしまって、地域開放するとい

う、そういったスキームになっております。当時、東京都の低炭素ビル

のトップ 30 に入りました。 

 こちらが、富山市の中央小学校で、１万 2,000 平米ぐらいで、４階建

て。特徴は雪国なので、屋根のある半屋外の空間です。それから、そこ

にステップ上の中庭を造って、そこを交流空間として提供しているとい

うことです。採光と通風をここで確保しながら、ここに出てくると立山

連峰がよく見えるという、そういった場所になっております。こちらも

人工芝になっています。 

 こちらが、文京区教育センターになります。ビーラボという青少年の

居場所を併設しています。 

 交流空間となるメインエントランスや、福祉センター入口が別にあっ

たので、入り口を分けて、エントランス周り、入り口を入った奥のとこ

ろに木を貼って内部空間を木質化しているという案件になります。 

 こちらが、もりんぴあこうづという、千葉県成田市のコミュニティセ

ンターで、図書館を併設している複合施設になります。大体 4,800 平米

程度。 

 図書館なので、日が入らないように木ルーバーで周りを囲ってあげ

て、隣に公園が隣接していたので公園の緑を取り込むといった構成にな

っています。そういった居住性のよい図書館を提案するというのが主な

目的になっております。 

 こちらは、杉並区の案件として、ご存じの方もいると思うのですけれ

ども、弊社で実施設計した杉並区中央図書館の全面改修の案件です。 

 こちらは様々な方々のご意見がたくさん寄せられていて、それらを読

ませていただいて、私どもでご提案さしあげて、プロポーザルによって

弊社を選んでいただきました。 

 この改修のポイントといたしましては、ＬＥＤや床輻射冷暖房といっ

た最新の技術を採用した一方で、外部にランドスケープを導入して、

様々な利用者の方々の居心地のよい居場所を内外併せて造り込んでい
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る点になります。 

以上で弊社の実績についてご説明させていただきました。 

進行役 ご説明ありがとうございました。 

それでは続いて、日総建から今回のプロポーザルでご提案いただいて

います杉並第一小学校の改築基本方針の具体化について、委員の皆様に

ご紹介していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

日総建 それでは、私どものプロポーザルのご提案について、説明を始めます。 

こちらが改築基本方針です。ここを原点として、こちらの内容を具現

化するために、プロポーザルで私たちがご提案した内容についてお話を

始めます。 

こちらが、改築基本方針と一緒についていた基本計画の概要版で、こ

ちらで大体今までどう進んでいたか、概要がざっくり分かるということ

で、これが基礎情報になっていました。 

ここからが私たちの提案になるのですけれども、ここは建設地になる

のですが、ここにＪＲの阿佐ヶ谷駅があって、その駅からにぎわいの軸

というのが駅に沿って商店街が続いていくような、そういった立地にな

っていまして、中杉通りが交差していると。今の杉並第一小学校がこち

らになります。その隣には神明宮や病院で、建設地があって、その建設

地の周辺は住宅街が三方を取り囲むという、そういった立地になってい

ます。 

ご提案に当たり、こちらの皆さんがご検討いただいた改築基本コンセ

プトを私たちなりに解釈して、「新しい時代の『学び』と『縁』を醸成

する『プレイスメーキング』」というコンセプトをつくりまして、これ

に沿って提案書をつくってきたという経緯になります。 

まず、ビジョン１から。こちらが建物のブロック図になります。校庭

の面積を最大限に確保するため、校舎をコンパクトにまとめ、その構成

要素は、普通教室、特別教室、それから体育館。１階に管理諸室を置く。

そして、中央に回遊性を持たせた垂直動線があって、こちらを「学びの

広場」と呼んで、入り口に「まちかど広場」や建物外周に「縁テラス」

を回すといった、そういった基本構成になっております。 

敷地西側の「まちかど広場」から、小学校を入ってすぐなのですけれ

ども、昇降口を通って入ると、エントランスや職員室があって、学童は

反対側の東側からアプローチするという計画にしています。給食の搬入

口は車の出入りがある病院側の区画道路３号線に設けています。 

凡例がありまして、色ごとに主要なお部屋がどこに配置しているかと
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いうがざっと分かるように図をつくっております。 

ここからが３階から上なのですけれども、３階が基準階として非常に

分かりやすいのでここでご説明しますが、ブルーに塗ってある部分が普

通教室、グリーンに塗ってある部分が特別教室群で、中央に「学びの広

場」と呼んでいる場所があります。図の周辺のイラストは、その個々の

活動シーンをイラストで分かりやすく、うちの弊社の実績なども踏まえ

て描き出してあります。 

こちらは授業改善のイメージ図ですが、子どもたちの可能性を引き出

す「個別最適性」と「協働的な学び」が問われていて、従来の教室での

一斉講義から、子どもが対話や探求を通じて知識や考えを深めていくス

タイルの変化が強く求められていることが分かります。こちらは、文科

省からの資料になります。 

今回、オープンスペース型をご提案していますけれども、その導入効

果を左の活用方法の具体例として書き出してありまして、右側に「教育

への効果」というものを書き出してあります。 

右側の項目に新しい時代の学びを実現するためのポイントが４つあ

りまして、こちらを意識しながら、課題①の下の図です。今のままだと

多様さに対応できない、かといって新しい時代の学びを現状の教室で行

おうとすると面積が増えることから、右側の図が今回の提案になるので

すけれども、この写真のとおり、教室機能をワークスペースに取り出し

て活動している様子という、弊社の実績の写真なのですけれども、具体

的にはこういった空間性のある学校を造っていきたいと考えています。

単なる廊下と教室から学校全体を見直して、皆さんと一緒に実空間の新

しい価値を造り上げていきたいと考えております。 

この吹き抜けは、先ほどから言っている「学びの広場」といっている

垂直動線周りなのですけれども、日常的な学年交流や地域交流のきっか

けをつくり、光庭と併せて、自然を身近に感じる学習空間をつくってい

きたいと考えております。 

身近な範囲に木材を積極的に利用して、特に外部の軒天や、この後イ

メージも出てきますけれども、教室空間としての学校、それから、町、

両方に効果がある使い方をしていきたいと考えています。 

今度は校庭の話です。今回、土ぼこり対策というお話もあったので、

人工芝などを主に考えておりまして、地形を生かして、雨が降ったとき

だけ水がたまるようなレインビオトープなどを造って、子どもたちの遊

び場や休憩場所、そして、自然観察の場というのも校庭の一部に造って
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いきたい。 

それから、地域の見守り力を生かして、学校の安全性を高めるために、

段階的に、後で詳しくご説明しますけれども、セキュリティゾーンを設

け、学校の開き方も調節できるようにしていきたいと考えております。

これは学校の普通教室側から見たイラストになります。 

ここからビジョン２に入ります。防災の軸に沿って、災害時の備えと

して、マンホールトイレや防災井戸、校庭への車両の出入口も確保して

いきます。 

今回、この図の下側が病院で、校庭で、建物があって、１階の左側に

広場を設けているのですけれども、こういった広いスペースを連携させ

ることで避難場所としての在り方、それから、校庭を広く取るために体

育館を２階にして建築の建屋面積を増やしているのですけれども、体育

館の２階にあることで安全性を高め、それから、２階にあるのですが外

部から直接入る入り口も個別に設けていきたい。 

それから、浸水対策として１ＦＬを上げるというのを見ましたので、

こちらの「まちかど広場」に少し広がりがあるので、そこで緩やかに上

げて床のレベルが上がっているというのを感じさせないような造り方

をしていきたいと考えています。もちろん、建物の下、それから、校庭

の下には雨水貯留槽を設けて、水害の対策の備えもしていきたいと考え

ております。 

ここから学校全体が教材となるようなエコスクールとして、ここから

エコの話、省エネの話、あと、防災の話になるのですけれども、まずは、

外皮の断熱性能を上げ、吹き抜けの重力換気や、今回奥行きが深い建物

になるので、そこに有効になるように中央に光庭を設けて、自然光を取

り込む。それから、建物の外皮に壁面緑化を設けて、緑は水分があるの

で、壁面緑化の水分の蒸散効果を活用して夏場の暑さを和らげるよう

な、そういった環境をつくっていきたい。 

それから、最新の技術としてはＬＥＤですとか、それから、省エネと

しては中間期の空調停止などもありますので、そういった具体的な省エ

ネ施策を合わせた効果というのを取り込んでいきたい。 

こちらは、建物とその周辺環境に関して説明している資料なのですけ

れども、建物の上にも屋上緑化を設け、それから、先ほどお話しした建

物外周の縁テラスにプランターを並べて壁面緑化をしていく。それか

ら、病院からの見下げの景色もよくする。それから、病院のところにも

ともと屋敷林という大きな樹木があったとお聞きしていますので、そう
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いった屋敷林の緑の景観の回復にもつながるような。 

これは外観図なのですけれども、さっき言った壁面緑化を大胆に被せ

ることで、大きな緑の塊がこの地域にありましたので、そういったとこ

ろを回復して。この軒の深い、軒下空間である、縁テラスと言っている

のはこの建物の周りのバルコニーの部分なのですけれども、この中間領

域にこういった積極的な壁面緑化を行って、阿佐谷の街、オンリーワン

の街、オンリーワンの小学校を造りたいというお話だったので、そうい

った街を彩るような建物にしたい。建物を軒下に木を貼ったり、玄関周

りに集中して外部で使えるような木を貼ることで、部分的な木質化を図

っていく。 

こちらは先ほどお話ししましたセキュリティのお話になるのですけ

れども、この図のとおり、大きく５段階に分けて、地域連携と地域開放

に備えたいと考えています。 

特徴は、まずは緑色のｚｏｎｅ２です。内部に入らず、外部の縁テラ

ス経由で、直接一部、一部屋単位で利用可能にした点と、利用可能にし

たというのは特別教室なのですけれども、まずは校庭と体育館が地域開

放されると思うのですけれども、次にいつも特別教室が話題に上がるの

で、その辺です。それから、水色のｚｏｎｅ３によって、学校のプライ

バシーが高いであろう普通教室のｚｏｎｅ５と、それから、普通教室側

の紫色のｚｏｎｅ４、こちらを除いて、建物の中の縦動線が水色のとこ

ろなのですけれども、使えるようにするというような、仕切りの工夫も

してございます。 

ここからまとめに入るのですけれども、以上がこちらの最初の改築基

本計画、基本方針に対する私たちのご提案、「新時代の『学び』と『縁』

を醸成する『プレイスメーキング』」で、「『教え合い、学び合い、かか

わり合いが』生まれる、唯一無二の『学び』の広場」のアウトラインに

ついて、駆け足でご説明させていただきました。 

このたびご一緒できるご縁ができて本当にうれしく思っております。

ご清聴ありがとうございました。 

進行役 ご説明ありがとうございました。 

それではここで、当懇談会の学童クラブ選出の委員がお仕事の時間を

つけてご参加いただきました。自己紹介をお願いできますか。 

 委員自己紹介 

進行役  ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の懇談会、委員のお二人は所用によりご欠席をされて
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おります。 

お二人はプロポーザルの選定委員をお務めになられたということで

す。その際の内容を含め、本日はメッセージを頂戴しているということ

でございますので、ご紹介ください。 

委員 皆さんこんにちは。 

今日は会場に伺うことができず、直接、プロポーザルの審査の結果を

お伝えできないこと、お詫び申し上げます。 

簡単にではありますが、審査の様子と結果について、ご紹介する動画

を録画しましたのでご確認ください。 

まず、このプロポーザルは杉並第一小学校の移転工事の設計業務を行

う事業を選定するためのものですが、いわゆる設計コンペ、これは設計

案として完成に近い提案を作ってもらい、その内容を審査するものです

が、今回杉並区が採用したのは、公募型プロポーザル方式と呼ばれるも

ので、懇談会等でも議論してきた移転に対する基本方針を理解している

か、ビジョン 1 から 3，そしてそれぞれに設定した 8 つの目標をどのよ

うに達成しようと考えているのか、またこれまでの実績や体制からそれ

を実現する技術力があるのかが評価されました。 

応募状況としては、三者が技術提案を行い、三社全てに区役所に来庁

頂き、プレゼンテーションをしていただき、質疑を行いました。 

それぞれ小学校の等の設計では充実した実績があり、各社の提案はい

ずれも公募型プロポーザルとしては具体的で、そのため質疑も具体的か

つ精緻なやりとりが行われました。各社の提案は、敷地に対してどのよ

うに校舎を配置するのか、という出発点から異なって、それぞれ個性あ

る提案で、なかなかに判断は難しいものでしたが、最終的には全員が合

意する判断として決定いたしました。 

冒頭に申し上げましたように、今回は公募型プロポーザルという方式

で、基本方針への理解や技術力を確認しましたが、結果的にはかなり基

本設計に近い提案が行われています。しかしこの提案は、あくまでも技

術力や理解度を確認するための資料であって、最終的な設計案として決

まったものではありません。 

審査の過程では、関係者や地域住民の皆さんと一緒に作り上げていく

能力も審査対象となりました。どのような建物にしていくかは、これか

らが本番ですし、皆さんの熱意と情熱次第だろうと思います。皆さんが

情熱をもって取り組めば、設計者も応えて頑張ると思いますので、多少

おだてたりする、大人のテクニックも使いながら、一緒によいものにし
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て行って頂ければと思います。 

学校整備課長 もう一方の委員につきましては原稿でメッセージを頂いております

ので、私から代読をさせていただきます。 

このたびは、改築検討懇談会を欠席させていただくことになり、申し

訳ございません。 

今日の日程が決定する前に決まっていた先約があり、欠席させていた

だくことになりました。挨拶・感想を一言、と求められましたので、原

稿の形にし、代読していただくこととしました。 

改築を担当していただく設計者が、適切に決まったことに安堵してお

ります。 

選ばれた設計者の提案は、区側が条件として設定した目標等をしっか

りと理解されて提案が行われていることが確認でき、先ずは一歩前進し

たと考えております。 

個人的な感想としては、校舎へのアプローチ廻りの扱いなどに、杉並

第一小学校としてのアイデンティティを重視していることを読み取る

ことができ、そのような姿勢で設計に臨んでくださるであろうことに好

感が持てました。また、これからの教育施設としての小学校のあり方を

しっかりと考えておられることも確認できました。 

一方で、壁面緑化の手法などについては、更なる検討が必要ではない

かとも感じました。 

この設計者の選定は、プロポーザル方式といって、条件・目標を示さ

れた案件に対して、設計者として適切に取り組んでもらえるかどうかを

判断するものであり、いわゆるコンペ・設計競技ではありません。した

がって、提案されたものがそのまま建設されるわけではなく、これから

適切に設計作業を進めていただくことになります。 

そのためには、設計者には、将来この学校を使う方々の要望、希望を

くみ取り、例えば、ワークショップを開くなどして、皆様を含め、多く

の方々で、よりよい学校の設計を進めていくことが必要となります。 

以前にも申し上げましたが、その過程では、設計者に無理難題を押し

付けたり、否定的な発言をしたりするのではなく、この懇談会の方々を

含め、皆さんで、設計者と一緒により良い学校の設計を目指すことが肝

要です。よろしくお願いしたいと思います。 

以上。 

進行役 ご紹介ありがとうございました。 

では、先ほどの日総建のご提案内容について、委員の皆様から、ご意
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見、ご質問をお伺いします。 

では、委員よりお願いいたします。 

委員 座って質問させていただきます。 

ご提案の資料の 12 ページを皆さん開いていただきたいのですが、こ

れは業者さんにというよりは、改めて区にご質問という形になろうかと

思うのですけれども、この 12 ページの左下の黄色い枠の中のポツ２つ

目、浸水対策として１階を上げるので、まちかど広場の奥行きで玄関と

のレベル差を緩やかにしますということと、それから、その横の図で、

校庭のほうを見ていただくと、ややビオトープの方角に向かってだんだ

ん傾斜していくという図になっています。 

これを見ると、私どもがこの話の前に区から説明を受けていた、新た

な土地に関しては、雨水対策も含めてですけれども、病院側が引き渡す

前に十分なかさ上げをすると。正確な数字は覚えていませんが、2.何メ

ートル上がるということで、私の理解が間違っていたのかもしれません

が、これは引渡しの段階で十分にかさ上げされた学校予定地は平らにな

っていると、つまり凹凸はないと理解をしておりました。 

しかし、このご提案の前提となっている 12 ページを見ると、どうも

校舎が造られる場所はかさ上げするけれども、その他はそのまま引き渡

されると読み取れなくもないのですが、そうではない、事前の最初の説

明どおり、まずは十分なかさ上げがされて引き渡された上で、学校の設

計上、さらに１階を少し上げるのだということなのか、そこを私として

はお伺いしたかったということです。以上です。 

進行役 では、日総建または事務局より、回答をお願いいたします。 

学校整備課長 病院からの引渡しの状態についてですけれども、ここは最大２メート

ルの浸水がハザードマップ上で想定があるというところはございます

が、病院が引き渡す際に 2.何メートルかさ上げするということは、我々

のほうから申し上げたことはないと思います。全ての病院の建物は解体

して、更地にして引き渡すということにはなりますが、その際の地盤面

をどうするかといったことについては、病院の解体工事もこれからです

ので、そこは区と病院の中ですり合わせをして、例えばですけれども、

土をたくさん残されて、それを例えば撤去するというのは、処分費もか

なり区としてはかかります。そういったことがなく済めば、それはお互

いのとってよいとか、そういったこともありますので、その条件につい

ては今後詰めていくところかなと思います。 

今回の日総建さんの 12 ページの下の図の考え方についてですけれど
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も、学校になる敷地の北西の角、「まちかど広場」と書いてあるところ

の部分がこの敷地の一番道路面の高いところになりますので、そちらか

ら緩やかに学校の校舎の入り口まで少し高めて、今の河北病院さんが建

っている形に近いかと思いますけれども、そういった形が水害対策上も

よいのではないかというご提案を頂いたのかなと理解してございます。 

委員 ということは、次回、今まで示していただいた数々の資料は私の手元

にありますので、このかさ上げについてどのような表現がされていたか

というのはきちんとお示しできると思いますが、そのときの私の理解は

間違っていたのかもしれませんが、一部をかさ上げするとか、そのよう

な表現ではなかったし、しかも、後々すり合わせをするという表現では

なくて、病院側が引き渡すに当たってかさ上げ工事を終えているという

ような理解ができる資料になっておったと、私は思っております。 

そこは次回、私も資料を当たってみて、改めて振り返ったときに、「な

るほど私が間違っていたのだな」と思っているかもしれません。そこは

また、次回、ご報告させていただきたいと思います。 

進行役 委員、続きましてお願いいたします。 

委員 座ったままで失礼いたします。よろしくお願いいたします。 

今の話を引き受けてのことになってしまうと思うのですけれども、あ

くまでも土壌調査が行われないと、これをかさ上げするのかしないの

か、傾斜をつけるかということになってきますよね。ですから、土壌調

査みたいなところはきちんとしていただければと思っていることと。 

今回いろいろな資料を頂戴して思ったのですが、杉並第一小学校の地

域との連携とか、それから環境のこと、すばらしいと思いました。だけ

れども、基本的に学校というのは学び舎です。教員が使いやすい教室で

なければ、いろいろなところにいろいろな空間があったりとか、階段が

あったりすると、教員は１人です。複数の子どもたちを見たときに、今

の子どもたちの多様性ということをきちんと鑑みてお教室を造ってい

ただかなければ、基本はそこです。それプラス、オープン的なスペース

があったりとか、ワークスペースがあるというのはすごくすてきなこと

なのですけれども、教室がどうなるかが見受けられないところなので、

ここはまた日総建の方たちにいろいろな形で提案していただかなけれ

ばいけないと思うことと。 

学校の教育をもう少し分かっていただいて、公共施設とは違いますの

で、目的がきちんと子どもたちの学び、基礎学力の定着というのは私は

確実に必要なことだと思っておりますので、付加価値はすばらしいので
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すが、そこをもう一度考えていただくとありがたいなと思います。 

以上です。 

進行役 では、委員、お願いします。 

委員 よろしくお願いします。 

幾つか伺いたいことがあります。冒頭で、委員からありました 12 ペ

ージの図。この懇談会が始まった当初から、杉一の校舎を建てようとし

ている敷地については、とにかく低い場所で、水が出た記録もあるよう

な場所だ、浸水の被害があるかもしれないということもあって、かさ上

げするのかしないのかということも１つのテーマとして挙げられてい

たのです。 

伺いたいのは、12 ページには雨水貯留槽だとか、浸透槽だとかとい

うようなことも書いてありますけれども、そうしたことについてのご説

明はなかったですし、それから、まちかど広場のところはやや斜面にな

るので、北西に向かって今でも土地が少し傾斜しているということなの

か。ということは、もしかさ上げしないということであれば、校庭は斜

面になっているということなのか、それとも校庭は水平にするというこ

となのか、浸水対策とも関連しますけれども、そこを伺いたいというの

が１点です。それに付随して、このレインビオトープ、これも分かった

ような、まだよく分からないような、もう少し説明していただきたい。 

それから、今の杉一小学校は、随分前に建てられた建物で、多分当時

の規格に基づいて建てられていて、例えば廊下の幅なのですけれども、

幾つか最近建った学校の下見もさせていただいたときに、今の学校は廊

下が広いなと感じたのです。具体的にどのぐらい広かったのか、新しい

基準がかつての基準よりどのくらい広くなっているかとか、つまびらか

ではありませんけれども、今の学校の廊下というのは、例えば現在の杉

一に比べたら随分広いなと思ったのです。 

今度の案は、例えば今の杉一小学校のような、いわゆる廊下というの

が必ずしもないというか、一般教室の前には廊下があるけれども、その

前はいろいろな多目的広場みたいなものが配置されている考え方にな

っているので、必ずしも両側教室と壁の廊下というイメージの場所とい

うのがそんなにあるわけではないかなと思いましたけれども、廊下とい

うか、多目的広場というか、そのスペースの考え方。多目的広場みたい

なのをつくりたいというのはよく分かるし、それについては私も賛成な

のですけれども、それについてもう少し説明していただけたらなと思い

ます。 
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それから、プールを教室の上に置くと書いてあるのですね。１つの案

かもしれませんけれども、もちろん水漏れには注意しながら置くという

ことのようですけれども、体育館の上にプールを置いて、一般教室の上

には太陽光発電を置くという案もあり得ると思うのだけれども、今のよ

うに一般教室の上にプールを置いて、体育館の上には太陽光パネルを置

くとしてある理由は何でしょうか。お聞きできればなと思いました。取

りあえず以上質問です。 

進行役 では、傾斜について、ビオトープについて、多目的広場について、プ

ールの設置について、ございます。お答えください。 

日総建 まず、プール、分かりやすいので。体育館の上にも置くことは可能で

す。なぜそうしていないかというと、体育館の上というのは、ロングス

パンといって柱が中に建てられないので、柱をなくして梁を飛ばすとい

うことで、プールという水という重たいものを置くと躯体の費用が上が

るのです。なので、柱が細かく入っているほうに置いたほうが構造体と

しては有利というか、経済設計ができるという判断もあって、私どもが

設計しているほかの事例でも結構そういうものがあったので、そういっ

たことでご提案さしあげています。 

それから、校庭のかさ上げについては、どういった状態で引き渡され

ても皆さんが安心できるようなレベルで設定してかさ上げしたいと思

っております。あとは私が心配なのは、１階の床に上がるときにあまり

極端な階段とかで上がるのではなくて、なるべく自然に入れたいな思っ

ていますので、その辺は浸水対策の絡みと上手に折り合いをつけて設計

をしていきたいと考えています。 

それから、レインビオトープは防災井戸などもあるので、井戸も放っ

たらかしにすると故障の原因になったりするので、たまに回してあげて

水を出すということもあるのですけれども、校庭の一番端っこのところ

にちょうどいい具合に、雨が降ったときに一時的に水がどうしてもたま

ってしまうので、そういったところを端っこのほうに造ることで、自然

観察の場にできるのではないかなと思っていまして、ほかでもそういっ

た事例で喜んでいただいたこともあったので、ご提案さしあげていま

す。 

もう１つは廊下幅の話なのですけれども、教室の前に教室を同じくら

いのスペースを取っていますので、そのエリアの中で必要な廊下幅とい

うのを取りながら、その余剰のところで教室の空間。教室も最近はいろ

いろなもの、道具が多くなってきているということも聞いていますし、
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それから、小学校を設計していると子どもたちの展示スペースをすごく

求められて、いつもどこか探しているので、そういったところに使える

ようにということで、ご提案さしあげています。 

進行役 ご回答いただきました。ありがとうございます。 

委員 この雨水貯水槽とは、造るという考え方なのですか。 

日総建 校舎の下にも校舎の水を一時的に貯留して、大雨が降ったときに外に

出ないようにしますし、あと、校庭の下にも造って、同じように雨水の

水が一時に出ないような配慮というのはしていきたいと考えています。 

区のほうからは、標準の倍は取ると聞いていますので、結果としては

造ることになろうかと思います。すみません。１．５倍……。 

委員 そのときに、大きさはどのくらいのイメージのものなのですか。 

学校整備課長 それは、計算してみて算出します。計算式がありますので。 

委員 それにしても、どのくらいの規模。 

学校整備課長 まだそこまで検討してございません。申し訳ないです。 

委員 そのときの計算というのは、どういう意味ですか。例えば、１時間当

たりの雨量が何ミリのときが１時間あっても耐えられるようなぐらい

のものとかということなのか、それとも、そのときの基準というのはど

ういう基準なのですか。 

学校整備担当

課長 

私の記憶の限りでは、たしか雨水流出抑制対策として、１時間当たり

たしか 85 ミリの雨量に対して、いわゆる雨水貯留システムといいまし

ょうか、そういったものを設けて、学校に降った雨がほかへ流れ出ない

ように対策を講じなさいということを義務づけている条例が制定され

ていると記憶しておりまして、確かに何立米の貯留システムがあればい

いのかというのは計算してみないと出ないので、事業者さんも答えづら

かったのではないかなということで理解しているところでございます。 

委員 例えば、我が家もここのすぐそばなのです。だから、我が家の場所も

水が出てしまうと困るとふだんから思っているところなのですけれど

も、これは当然すぐそばの暗渠に流す、暗渠につなげる基本的な考え方

ですよね。すぐそばに暗渠がありますから。 

学校整備担当

課長 

暗渠というよりも、いわゆる学校の敷地に降った雨を学校の中で一時

貯留をして。 

委員 分かりますよ。その後、暗渠に流すということでしょう。 

学校整備担当

課長 

暗渠とは言わないですけれども、いわゆる下水に流すものです。 

委員 下水に流すわけですよね。多分そこの下水にもあれも１時間当たりの
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雨量がどのくらいまで耐えられる下水という、そういうのがあるのだと

思うのです。それとの兼ね合いもあると思うのだけれども、そういうこ

とも考えられたものを造ろうとしているのか、ご説明が全然なかったの

で。 

学校整備担当

課長 

もちろん排水するときには、出す先の管に応じた、いわゆる口径に基

づいて雨水を排出するということになりますので、当然 85 ミリ分の配

管をつなげて一気に流すということはまずあり得ないと考えています

ので、対応できる口径の中で我々も設計をしていきながら対応していき

たいと考えているところであります。 

委員 分かります。例えば、善福寺川緑地のところも、遊水池として野球場

に１回水をためて、それより出たらまた川に戻すという仕組みになって

いますから、仕組みは同じような仕組みを考えられていると思いますけ

れども、今申し上げたように、例えば善福寺川緑地の脇であれば、例え

ば野球場であれば広大な場所で相当の水がためられるわけですよね。同

じように、ここではどのくらいの規模のことを考えているのかというの

を聞きたかったのだけれども、ここでは正直言うとまだジャストアイデ

アですね。そういうことですね。 

日総建 量的な検証はまだできていないということです。 

委員 分かりました。 

進行役 よろしいですか。 

では、委員、お願いいたします。 

委員 いろいろ見せていただいて、とてもきれいな設計だなと思っています

けれども、この内容についてはあまりとやかく言う筋はございませんけ

れども、元地盤がどうであるかということをお聞きしたいのです。 

私、ここに生まれ住んでずっといますから、河北病院が現在のところ

に建てるときの中というのを実は見ているのです。皆さんたちは見てい

ないでしょうけれども。相当、何かを放り込んでやったきらいがあるか

な、まだ小さいというよりも、そんな状況で、木々などが相当入ってい

ると思うのです。ですから、そういうような処理方について、先ほど課

長さんがお話ししておりましたけれども、河北病院がやるべきことはき

ちんとやらせるという、基本的なことなのです。 

これは建屋を造って云々というところで言われていますけれども、元

の土台がどうなのか。今も委員が言ったとおり、私も委員とそんなに離

れていないところにいますから。私が小さい頃、今暗渠になっている川

は１回氾濫したことがございます。それ以後はないかと思いますけれど



‐18‐ 

も。そのような状況のところで、沼地みたいなところに学校を移転して

建てるという、そういう形が本当にいいことなのかどうかということ

の、これは設計が進んでしまっていますから、建築ありきで行っている

のでしょうけれども、土台をしっかりと考えてもらって。 

環境上から行けば、このような湧水を取るとか取らないというのは、

本当はあってはいけないことなのです。そうですよね。今言った、善福

寺公園だとか、ああいうところのグラウンドをやるというのは、そんな

のは遊びの場所ですから、水がたまれば、そこへたまったって別にどう

ってことないです。でも、いかんせんここは学校ですから、土台をしっ

かりと、かさ上げ以上のことをやっていただきたい。これに金をかける

のは十分いいと思います。 

でも、そこには河北にきちんとやらせるという、今までどうしても区

と河北が連携プレーみたいな形でやっていますけれども、たとえ医者で

あっても、何であっても、それはきちんとやらせるということをもう１

回再確認していただきたいということです。 

なぜ言うかというと、この建設があるときに、河北の、理事ではない

けれども、出てきた人間が、この環境をよくし、緑を多くするというよ

うなキャッチフレーズを、今度造る病院に緑地をよくしますと言いなが

ら、相当はすったわけですよね。今の建物は全部はすってしまって、真

ん中だけ建っているわけではないですか。 

環境も考えなければいけない病院が、経営のために考えて、自然のも

のをカットしてしまうという考え方で前へ出てきたりなんかしている。

その状況の中を区が援護するのではなくて、病院の跡地だったらば、跡

地なりに、くどいようですけれども、地盤は河北に全部やらせるという

ぐらいの気持ちで、これは建築さんではないでしょうけれども、区のほ

うで言うべきことはきちんと言わなければいけないということなので

す。 

ちょっと話が違いますけれども、今回、ニュースで、鉄鋼関係でアメ

リカに対して社長がドンと言ったではないですか。ああいうことをなぜ

言えないかということなのです。久しぶりに、私、いい話を聞きました

けれども、その後がどうなるかは別として。それはそれとして、要は土

地の地盤が駄目なわけですから、だから、河北ないしは地主、それにき

ちんと土地を整地させる。それでなければ学校というのは建たないだろ

うということなのですね。 

今ここで言うことではないかもしれませんけれども、私、区の方に申
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し上げたことは、回しますけれども、学校の生徒がアンケートを取り、

教員がアンケートを取り、地域の方がアンケートを取り、地域の方が移

動するわけですから、その方たちがオーケーを出すならば学校が建つこ

とはいいですよねという話をしてあるのですけれども、その地域の方の

アンケートが取れたかどうか。 

というのは、私のところにメールで来たのは説明会を開きますという

形なのですけれども、はっきり言って説明会なんか聞いたって駄目なん

です。要は、きちんと地域の方に学校でやったようなアンケートを取っ

てもらって、みんながオーケーを出してくれるならば、そこに移転する

ということが必要ではないのか。これは、地域の地主だとか、病院だと

かという、そういうことの問題ではないと思うのです。未来永劫、そこ

に住むわけですから。 

ここにかかれた学校の先生も、未来 100 年いいものを建てましょうと

は言っていましたけれども、それはいいことなのです。ですけれども、

100 年、200 年、そこに住んでいる人たちがどうするのですかというこ

とを考えるべきではないのかなということをこれは区の方も再確認し

て、きちんとアンケートを取る。アンケートを取ってオーケーならばや

むを得ないですよ。私は、それはしようがないです。いいと言うならば。 

ということも、再度の煮返しかもしれないけれども、それが見えない

部分があるので、この計画に対しての話とは若干意見が違うかもしれま

せんけれども、そういうことをお聞かせいただきたいということです。 

とにかく、地盤はしっかりと。汚い物が入っていますから。汚い物と

いうのは語弊でいけませんけれども、木材が入っていますからというこ

とをもう一度確認してください。これを掘り出すのは一体誰なのか、ど

のくらい費用がかかるのか、そういう費用対効果も考えていただかない

と。いわゆる物ありきで行くのはいいですけれども、そういう基本的な

ことをもう１回我々にレクチャーしていただきたいということです。 

これは別にご提案でも何でもないですから、それを持ち帰って、もう

１回考えていただきたいというのが、私の主観的な意見でございます。 

以上でございます。 

進行役 事務局からありますか。 

学校整備課長 ありがとうございます。今おっしゃっていただいたように、建物の基

礎になる地盤は非常に重要なところでございますが、現在の敷地につい

てはまだ病院が建っているということで、今後なるべく早期に地盤調査

をやりまして、それに基づいて設計をしっかりやっていくという予定で
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ございますが、そこの考え方については今しばらくお待ちいただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

あと、地域の方々のアンケートというお話も以前から頂いているとこ

ろなのですけれども、我々としてはまず改築検討懇談会などを通じて、

どういった学校をまず使う側として建てたいのかというところをまず

確認していきながら、近隣の方々のご理解を頂くところは非常に重要だ

と我々も思っております。 

今回のこういったところに、資料などについても、近隣の方、街区内

に入られる方などもいらっしゃいますので、その辺りは我々も丁寧に対

応しておりますので、そういった形で今後ともしっかりやっていきたい

と思います。ありがとうございます。 

進行役 委員、どうぞ。 

委員 ちょうど 12 ページ目をお出しいただいているので、拝見しまして、

随分良い提案をいただいてありがとうございます。根本的な杉一小の今

の問題であります、トイレが非常に脆弱とか、備蓄状況を実際に見てい

ただければご理解いただけると思いますが、狭くて、防災倉庫の中にあ

る例えば 2 リッターの水ペットボトルは 1,800 本普通なければいけな

いのですけれども、今のところだと杉一小校内には 360 本しか置けなく

て、500 メートルぐらい離れた馬橋の倉庫に残りの 1,440 本が保管され

ているとか、そういったような問題がありまして、今回の提案を見させ

ていただきますと、まちかど広場の近くに倉庫が２つ、体育館にもう１

つといったところで、基本的なところですけれども、校内に必要な備蓄

品を確保いただけるというように見受けられますので、非常にありがた

いなと思っております。 

あと、まちかど広場のところに開放会議室という形で設置されていま

して、何かがあったときに、私みたいな震災救援所メンバーが例えば区

の方と連携していろいろやるときに、そういうスペースをつくっていた

だけると、使えるのかなといったところで、非常にすばらしいなと思い

ました。 

ただ、ここだけは細かい話ですけれども、開放会議室と校庭や体育館

といったところと離れているので、ほかのところを見ると、そういう司

令塔になるような開放会議室は校庭だとか体育館と隣接しているほう

がより機能しやすいようなことを聞いていましたので、ここは細かい意

見であくまでも希望であります。あとは、雨水貯留槽とかが入っていま

してすばらしいなと思った次第で、ありがとうございます。 
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ここからは４つほどご質問をさせていただければと思っていますけ

れども、おそらく設計業者さんのほうでも申されたかと思うのですけれ

ども、確認で。今回のプロポーザルを受けたときに、杉一小の特徴的な

ところはどういったところで、それを大切に考えていかなければという

部分はどこであったかというのが、まずお聞きできればと、繰り返しに

なりますけれども、１点目になります。 

２点目が、人工芝ですが、今まで本懇談会ではそのような提案は出て

こなかったのですけれども、人工芝を導入されるメリット、デメリット

といったところをお聞かせいただければと思っております。炊き出しだ

とかをやることが、結構私たちとしては前提になりますので、人工芝の

上で炊き出しができるのかとの疑問がわき、炊き出しできる場所をご準

備いただければというところかと思います。 

なお炊き出しを行う場所は 12 ページにあるまちかど広場ではなく、

人工芝が導入された場合は校庭外側の学校菜園やレインビオトープな

どが図示された土のエリアに充分なスペースを確保していただくこと

が、震災救援所としての必須の要件となります。 

あと、２点ほどですけれども、これは設計事務所ではなくて区の方と

も関連するかと思うのですけれども、鷺の杜小学校ですか、鷺宮にある

ということなので、今後、日総建さんとお付き合いをする上で、可能で

あれば実物を見て、私たちの判断材料に加えさせていただくことはでき

ないかというのが、質問になります。 

あと、４点目は、先ほど申し上げましたけれども、開放会議室と校庭

と体育館のロケーションのところですけれども、ここは質問というか要

望になりますけれども。 

以上、私のコメントになります。ありがとうございます。 

進行役 では、日総建さんから。 

日総建 学校の特徴ということですけれども、活動で、朝先生ですとか、子ど

もたちの居場所を、学童がないのに独自につくられているというのはび

っくりいたしまして、多目的室で皆さん、子どもたちの面倒を見たり、

朝先生の方が、朝、５分なのですけれども、事前に集まられて、お子さ

んがどういう状況かと連絡を取りながらやっている。また、情報共有し

ながら。要は、外部の方が学校の中に入って、教育に非常に関わられて

いるというのに驚きまして、今の学校は大分古いので、新しいところで

どうつくったらいいかというのは、ぜひ皆さんの、今使われている方の

実直なご意見を聞かさせていただきながら、お部屋とかを造っていきた
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いと思っております。それが１つ目。 

それから、人工芝のメリット、デメリットというのは、近隣の方にと

って砂ぼこり対策になる。それから、学校にとっても、雨が降った後の

グラウンドの立ち上がりというか、回復早いと聞いています。もう１つ

は、人工芝にすることで一足性が取れるとよく言うのですね。昇降口に

下足箱が要らない。クレーコートでないから土足で中に入っていけると

いうことがいいとよく言われます。ちなみに、お隣の中野区さんは、小

学校はデフォルトで人工芝にしていると聞いています。 

あと、炊き出しの件は、どこでどんな活動をされるかというのを聞い

て、配慮させてください。要は、火を使われるから心配されているとい

うことなので、それはまた個別にお話を伺いさせていただければと思い

ます。 

教育施設計画

推進担当係長 

視察のほうなのですけれども、これから学校が卒業式に向けて大変忙

しい時期になってきますので難しいかなと思っていまして、ただ、写真

とかを手に入れられないかどうか調整させていただいて、それを皆さん

に資料としてご提供できればとは検討してございます。 

学校整備課長 日総建さんがいろいろ資料をお持ちでしょうか、次回できれば、例え

ばパワーポイントで見せるとか、そういったところが検討できればと思

います。 

日総建 竣工写真がたくさんありまして、雑誌で子どもたちがいるときに撮り

に行ったのです。子どもたちがどういう活動しているのかが映っている

写真も結構ございますので、もし忙しい、行けないということであれば、

私どもから情報提供させていただいて、なるべく実感していただけるよ

うな素材を出したいと思います。 

それから、最後の開放会議室の話は。 

委員 開放会議室が、まちかど広場、体育館と校庭が離れているので、そこ

の部分の配置をもう少し検討してほしいなというところがございまし

た。 

日総建 その辺は具体的な活動、また個別で。 

委員 ２点ほど、今の話で追加でコメントさせていただいてもよろしいです

か。 

人工芝のところは、上履きが要らなくなるという理解でいいのです

か。 

日総建 一足性になるとよく言います。靴が泥んこにならないから。 

委員 ちなみに、中野区は全部人工芝と言われましたけれども、杉並区で人
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工芝というのはあるのですか。 

拠点整備担当

課長 

高円寺学園が。 

委員 分かりました。ありがとうございます。 

あと、実は、今週の日曜日、鷺の杜小学校に散歩ついでに行ってきま

して、ちょうど校庭開放していまして、正直言うと、見るとすばらしい

と思いました。ですから、これは写真だとか言葉では説明できない。非

常にいい設計事務所だなと思いました。ぜひとも実際を見てやったほう

が、後々を考えますとよろしいかなと、私は思います。 

以上です。 

学校整備課長 ご意見ありがとうございます。 

人工芝について、先ほどあったように、様々メリットがあるところも

あるのですけれども、結構使い勝手がいろいろ違うところがあって、例

えば種目によってはボールが弾まなくてできないとか、あるいは、石油

製品ですので難燃性にはなっているのですけれども、熱だったりについ

ては溶けたり、燃え広がるということはないですけれども、熱に強いと

いうことはなかったりということもありますので。阿佐谷北は火災の危

険度がそれなりにある地域という中でどうなのかとか。 

また、最近は、マイクロプラチックが環境問題の原因になっているの

ではないかということも言われていまして、そういったところの課題も

あるのかなとか。あと、聞くところによると夏非常に熱くなったりだと

かというのもあります。例えば、今回杉一小だとおやじの会の方々が花

火大会を毎回やられていたみたいなこともありますけれども、そういっ

た花火などは当然できなくなるでしょうしというようなところも、全体

的には考えながらやっていく必要はあるのかなと思います。 

かなり使い勝手が違いますので、賛否あるというところはよくよく考

えて、我々も検討していきたいなと思っています。 

委員  この間の見学会で、杉二と桃二を見て、たまたま私、現在高円寺学園

の登下校の見守りで週に何回か行って、人工芝の校庭も見ているのです

が、下駄箱が置いてあるエリアで土ぼこりとか何かは一切ありません。

ものすごくきれいな状態です。子どもたちの遊んでいる様子も見てい

て、特に違和感がないので、随分最近の人工芝はいいのではないかなと

いう気がいたしました。 

 今回の設計図を見ますと、軒が非常に長く出ている図でございまし

て、これは非常にすばらしいなという感じがいたしました。 
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 それと、見学した新しい学校もそうですし、いわゆる普通の廊下とい

うよりも共通の広場という形、これも子どもたちの様子を見ていると、

非常に伸び伸びしているのですね。広がりがあるというのはかなりいい

のではないかなという感じがしています。 

 １点だけ確認させていただきたいのは、各階ごとの配置図の中に、１

階で学童というのが入っていますね。今、区民センターにも学童があっ

て、これとの関係はどうなっているのですか。それだけ気になりました。 

学童クラブ整

備担当課長 

学童クラブのご質問がございましたが、今おっしゃるとおり、この施

設の１階に阿佐谷学童クラブというものがあって、これは杉並第一小学

校に対応した学童クラブとして運営しております。 

杉並区なのですけれども、学童クラブについては、これまで、行き帰

りの安全面のこともあって、改築の際を捉えて小学校の中に移転すると

いうことをやっておりまして、子どもの居場所づくり基本方針というも

のを、今、案を出している状態なのですけれども、その案の中でも基本

的にはその方向性については引き継いでいくということがございまし

て、杉一小の改築の際に阿佐谷の学童クラブを学校の中に移転させてい

くということで、中に入れ込ませていただいているという状況でござい

ます。 

ここから学童クラブが出た後については、児童館として活用する当然

予定ということになりますので、学童クラブは、この施設で今かなり大

きいスペースを使っていますので、今後、区のほうで児童館のいろいろ

な機能を強化していって、よりよいものにしていこうということも計画

で出しているところですので、そういったところで児童館としてもより

使いやすい形で活用させていただくということで考えていきたいと思

っております。 

進行役 委員、お願いいたします。 

委員 よろしくお願いします。子ども３人が杉一小学校に通っていたもので

すから、とても愛着があって、興味を持って参加させていただいており

ます。 

今回、基本方針、ビジョン１、２、３全て文章が形になると、こんな

にすばらしいものができるのかと、感動しておりました。オリンピック

のアリーナかしらという感じもしております。いろいろなことが、地盤

の問題とかありますでしょうけれども、それは専門家の方が一生懸命考

えてくださって、何とかしてくださるのではないかと思っております。 

ただ１つ気になるのは、体育館ですけれども、杉一小学校は器楽クラ



‐25‐ 

ブとかが盛んで、楽器を外に出したり入れたりしますし、私たち更生保

護女性会という割と年配の女性の集まりがあるのですが、それが年１回

バザーをやるために体育館を借りるのです。そこに杉並と高井戸と荻窪

の会員の人たちが荷物を運んでくるのです。車で。それで、これを見る

と体育館が２階にあるみたいな感じで、どうなのですか、２階ですか。

それは、車では行けませんよね。何しろ、60 代ぐらいの女性とか、その

上が多いもので、エレベーターでもあるのかなとか思ったり。体育館が

２階というのは、防災上もどうなのかなという感じがあるのですが、そ

れだけが気がかりです。あとは、とてもすばらしいと思います。 

以上です。 

進行役 ありがとうございます。 

回答ございますか。 

日総建  体育館の２階ということで、まちかど広場入ってすぐのところにエレ

ベーターを用意していまして、そこで上に上がって体育館までまっすぐ

行けるようなルートというのを考えてあります。 

委員 そのときのエレベーターの大きさなのですけれども、今お話にあった

ように、結構、人間だけではなくて、飾り物等も搬入される可能性があ

って、ある程度の大きさのエレベーターを考えておいたほうが多分いい

のではないかなと。 

私、前に勤めていました仕事上の会社の中で、ある建物を建てたとき

に、機材を搬入するスペースを考えないエレベーターを造ってしまって

大騒ぎになったことがありました。使い勝手として、単に人間が上がる

だけではない、ある程度の大きさのエレベーターを想定されたほうがい

いのではないかなと。 

以上です。 

進行役 エレベーターについてですけれども。 

日総建 ご意見ありがとうございます。 

その辺は、具体的にどんなものがあるのか教えていただいて、標準だ

と大体 15 人乗りぐらいの、車椅子の方が中で回転できるようなサイズ

というのをまず入れるのですけれども、お荷物の道具の形状ですとか、

大きさによってエレベーターのサイズというのはまた検証する必要が

あるかと思っております。 

進行役 よろしいですか。また設計が進んでいく中で、皆様でご相談してまい

りましょう。 

では、向かい側に移ります。委員、お願いいたします。 
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委員 今いろいろお話が出ている中で自分が感じているは、あら探しという

わけではないのですけれども、例えば芝の問題が出ました。私、杉七小

学校の出なのですけれども、杉七小学校で芝生、これをかなり早くに取

り入れてきたのですが、芝生が、生徒さんたちが使ったり、また季節に

よっては枯れてしまう。それを養生するために、およそ１か月半ぐらい

校庭が使えない。欲をかいたら、そういう不便性は確かにあります。今、

人工芝でもかなり質のいいものが作られているので、素材がいいので、

かなり長持ちと、また危険性、それというのは解消されるのではないか

なと。 

それから、先ほど出ました炊き出しの訓練のときの火のお話がありま

した。私も杉七の震災救援所やっていますけれども、訓練としては頻繁

にあるかもしれませんけれども、常にそういった大きな出来事があるわ

けではないので、そこにあまり視点を置いて考えると、ある意味、僕か

ら言わせれば欲が多すぎていかがかなという気がします。 

それと、数多くいろいろな施設を建設されてきて、そのやってみた結

果、いろいろ不便さを確認できて、またそれを解消しようと思って、建

設会社の方はいろいろ考えてくださっているのでしょうから。我々が、

不便あるいは欲、それを言い出したら切りがないし、なかなか造れるも

のではないし、できたものをどう活用していくか、利用していくかとい

うのも考えていったほうがいいのではないかなという気がいたします。 

場所的に、古くからいらっしゃる方、過去に水がついたのでこれはい

かがなものかと、そうならないようにどうしたらいいのかというのは工

夫してくださっているので、あまり心配だけを先走ってもいかがかなと

私は感じました。 

以上です。 

進行役 委員、お願いいたします。 

委員 途中から出席してしまいまして申し訳ございませんでした。もし質問

とか重複してしまっているようでしたら、その旨お伝えいただければと

思うのですけれども、私は本日学童クラブの保護者代表としてこちらの

席におりますので、その視点でご質問させていただければと思っており

ます。 

今回、小学校の中に学童をつくって、設計の中に盛り込んでいただけ

ると思うのですけれども、この学童出入口が正門と真逆のところに位置

しておりまして、せっかくのまちかど広場、明るい開けたところとは正

反対の場所にあるというところで、これは何を意図されて別の場所に設
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計されたのかというところをお伺いしたいなというところと。 

あと、せっかく学童が小学校の中にあるということで、今の学童クラ

ブも子どもがすごく喜んで通っているのですけれども、せっかく小学校

の中につくるのであれば、そういった何かメリットもあればありがたい

なと思いながら話を伺っていたのですけれども。例えば図書館が利用で

きるような位置関係にあるですとか、そういったことをもし、今後だっ

たりとか、現段階でアイデアがありましたら、ぜひお伺いしたいです。

よろしくお願いします。 

日総建 学童の配置については、ある程度校庭をまとまって、もともとの杉一

小もかなり今狭いので、なるべく頑張って広く取りたいなと思っていま

して、取った下半分のところで、まちかど広場からの、ふだんの小学校

の動線を考えていくと、大体今ある位置は非常に収まりがいいという

か、まとまった学童が取れるということです。 

入り口は別に記載してございますけれども、中からも行けるつもりで

おります。だから、まちかど広場を通って、職員室の前を通っていくと

実は行けるようにするつもりです。 

よく管理上、どこからが学童か分かるようにしっかり分けてください

とよく言われるので、その辺は造るのですけれども、実際は、まちかど

広場からは行けないということではないです。 

学童クラブ整

備担当課長 

まず、出入口なのですけれども、今設計さんのほうでお話が少しあり

ましたけれども、これは恐らくですけれども、学校と学童の出入りの切

り分けを一定程度したほうがいいのではないかなということで、仮置き

で、ご提案としてここに置いてあるのかなと私は捉えています。 

実際、ここの校舎で学童クラブの位置が定まって、どこの入り口を使

おうかというところは、そこは学校さんとも話し合って、場所をしっか

り決めていくべきものだと思っておりますので、恐らく土曜日とか学校

がやっていない日の切り分けをしなければいけないよねという思いが

あって、まず仮置きでここに置いたのかなと捉えております。 

あとは、校内にあるメリットなのですけれども、学校さんとの調整で、

あとは開放団体さんの調整もろもろあった上でになりますけれども、例

えば校庭を使えるとか体育館を使えるとか、実際、調整で毎日使えるわ

けではないのですけれども、広い場所をお借りできるということは、数

少ない場合であっても、児童館内学童とはまた違ったメリットでもあり

ますので、私がこの配置図を見た限りでは、校庭には出やすいという位

置を取っていただいて、併せて、フロアは違いますけれども、外階段を
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上れば体育館にも行きやすい動線を取っていただいているので、空いて

いれば学童クラブとしても行きやすい動線計画にはなっているのかな

と思っております。 

そこは私も初見でこれを見たときに、ある程度理解いただいてこうい

う置き方をしているのだなと思っておりますので、いろいろご意見いた

だいたものも改めてブラッシュアップして、学校も含めていい建物にし

ていっていただけるのではないかなと思っているところです。 

進行役 よろしいですか。 

では、委員、お願いします。 

委員 私は親の立場からということで、コメントをさせていただきたいと思

います。 

まず、非常にきれいな設計というか、子どもたちに見せたらわくわく

するような設計にしていただいて、本当にありがとうございます。 

全体的に非常にいいなと思うのですけれども、先ほど心配し過ぎはよ

くないというコメントもあったのでしゃべりにくいところもあるので

すけれども、親は心配するものでして、何点か確認させていただければ

なと思っています。 

１点目は、火災等で避難するときのことでお伺いしたいのは、今の学

校ですと階段が結構離れたところにあって、火の出たところとかを避け

て通ったりとか、もしくはそうではなくても避難経路が２系統あって、

階段を下りてすぐに校庭に出られるという、そういう学校になっている

のですけれども、この図面を見ると、階段が２つ校舎内であるのかもし

れないですけれども、近い位置にあったりして、その辺で火の元の、ど

こに出るのかというのもあるとは思うのですけれども、そういったとき

に避難しにくくないのか、もしくは渋滞することがないのか、そういっ

たところが親目線で気になるなというところがありました。 

それと、普通教室が北東に向いているのですね。割と近隣の学校とか

を見ても大体南向きが多いのかなと思うのですけれども、北東向きでも

特に問題がないとかというのであれば、そういった補足説明をしていた

だければと思います。それが２点目です。 

それと、私、息子が杉一小で野球をやっていて、今はもう中学生にな

っているのですけれども、娘はジュニアバンドをやっていまして、結構

杉一小のアクティビティというか、課外活動に参加させてもらって、彼

らの人格形成に非常に有効に機能したと思っておりまして、後輩たちも

ぜひそういった活動を続けてもらいたいなと思っているので、その観点
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でも何点か、希望というか、お伝えさせていただければと思います。 

まず、ジュニアバンドの観点で言いますと、楽器で結構大きな音が出

ますので、近隣の方にご迷惑にならないようにというところがあって、

防音を音楽室に設定していただくときに、かなりやっていただけるとは

思うのですけれども、他校の例で、桃二小に見学に行ったとき、かなり

桃二小も防音については非常に重要視しているということで、相当な設

備をもってされていたというものを見学させていただいたので、ぜひ杉

一小も、ジュニアバンドも活発なところを念頭に置いていただいて、音

楽室の防音設計をしていただければと思っております。 

それと、先ほども出たのですけれども、音楽活動が盛んで、外に楽器

を持ち出したりということも結構あるので、音楽室が上のほうにあると

楽器の運びが、エレベーターがあるといっても多分渋滞してしまうの

で、人手で下ろすほうが早いとかになってくるとは思うので、なるべく、

先生方のやりやすいようにというのは第一ですけれども、下の階のほう

にあったほうがうれしいなというのは、希望としてお伝えさせていただ

きます。 

あと、杉一小は野球が盛んでして、校庭から、野球でボールを打つと

どうしても校舎に当たったりとかというのがあるのですけれども、この

設計を見ていると、バルコニーみたいな形で教室から出ている部分があ

るので、そういったところにボールが入ったりとか、そういったことが

ないような工夫ができるのかとか、そういったようなところと。 

また、校舎側はそうなのですけれども、反対側は住宅になっています

ので、そっちにボールが出ないように。今のフェンスだと大分学校から

外にボールが出ていくケースがすごく多くて、ただ、今の杉一小だと近

隣が住宅ではないので、拾いに行ったりとかというので事なきを得てい

るのですけれども、周りが住宅ですと、今のフェンスとかネットの高さ

だと相当不足だなというところがありますので、場所が変わるというこ

とを念頭に置いていただいて考えていただければなと思っています。 

私、先ほどもご紹介いただいたおやじの会の代表もやっておりまし

て、花火の話もあったのですけれども、餅つきも毎年やっていまして、

学校関係者、親子含めて 200 名以上参加いただく、非常に人気な活動に

なっているのですけれども。人工芝だとそういったものもできなくなる

のだろうなと思っていますので、そういったところも考慮いただいて、

ご判断いただければなと思っております。 

長くなりましたが、以上になります。 
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進行役 日総建さんからどうぞ。 

日総建 非常に活動が活発だというのが、お話を聞いていてすごく感じまし

た。今、野球の話を最後おっしゃられていたので、絵面を大きくすると、

防球ネットを３層ぐらいの高さで、今、回しています。大体小学校はこ

れぐらいで回すことが多いので。今の杉一小は確かに低いなと思って。

取りあえず標準で回っているのですけれども、ホームランバッターがい

るのだったら、また考えなければなと思っているのですけれども、なの

で、野球の話は、強いということは聞いていたのですけれども、また考

えさせていただいて。 

バルコニーのところも、大体高めの手すりぐらいでいって、あとは、

ボールが当たって建物の損壊がないかというのを検証するぐらいなの

ですけれども。これが野球の話ですね。 

あとは、ブラスバンドが強いという話も聞いていまして、音楽室の話

は桃二小のほうで大分検証されたという話もあるので、そちらも見せて

いただきながら、音のことについては確立された技術があるので、しっ

かり防音していきたいと思っています。 

避難経路は、一見近くは見えるのですけれども、建築基本法上で二方

向避難というのがあるので、それを満足させる形で、入り口を端っこに

して、階段自体、特に左方のメインの階段は防火壁で守って、階段の中

に入ると安全性が守られるみたいな、そういった構造にします。 

プラス、今回外周にバルコニーを回していて、そちらからも逃げられ

るようなというのを実はプラスアルファで考えています。なので、心配

はないかなと、私としては思っています。 

それでよろしかったですかね。 

委員 教室が北東向きというのは。 

日総建  どうしても昔の学校というのは、北側に校舎があって南側が校庭とい

うのが典型なのですね。大体建て替えすると反転するというところがあ

って、割とあまり選べないというのが正直なところです。 

 この後、配置計画の話もするのですけれども、全体的に今、近隣も含

めて、学校の学び舎としての在り方も含めて、今の置き方がベストかな

と。特に、東側の日はちゃんと入るので、だからそんなに私としては心

配していないというところです。 

委員 ほかの学校の例でも、北向きの教室が増えているという話ですけれど

も、それで何か、南向きと違ってこういう問題があるみたいな話という

のは、特にはないですか。 
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日総建 特にないです。 

委員 ありがとうございます。 

進行役 委員、お願いします。 

委員 子どもが小学６年生で今年卒業してしまいますが、姉も今中学生で、

二人の子供が杉一に通い、引き続きずっとここに住み、学校を利用させ

ていただく立場で、質問と意見を述べさせていただければと思います。 

資料を見せて頂き、今日ご説明も頂き、かさ上げの話、浸水の話など

敷地自体の話は割愛させて頂き、必要な設備について意見を述べさせて

頂きます。マンホールトイレや物資の受入れ、炊き出し等いろいろ記載

がありますが、これは学校単体の話ではなくて、学校を含めたエリア全

体で考えるべき課題かと思います。学校になければいけないものは、こ

こ（区民センター）のような施設や、これから新しくできる区の施設な

ど含めエリア全体で考えるべき課題なのかなと思いました。 

また、今日委員の方々からご意見があった教室の在り方については、

私は専門でなく分からないので、何よりもこれからずっと使っていく先

生方からよくご意見を聞いていただいて、ヒアリングやディスカッショ

ンをしっかりやっていただいて、まとめていただくのがすごく大事だと

思いますので、是非よろしくお願いしたいと思います。 

私が子どもの頃から今の学校の教室を見ても、変わっているのは黒板

がホワイトボードに変わったぐらいで、大きく変わっていないような気

がしますが、これからの時代はもっとすごいスピードで変わっていくと

思います。もしかしたら先生がＡＩになっているかもしれないし、授業

のスタイルとかいろいろ変わるかもしれないですが、人が集まっていろ

いろなことを学ぶという意味の学校は変わらないと思うので、それに対

応できるようなフレキシビリティのある設計が必要かと思いますので、

その観点でまとめていただくのがいいと思います。 

これから設計を深度化、進めていくと思いますが、その中で、今日お

見せいただいた資料で、少し気になった点、もう少し検討を深めていた

だきたい点がございましたので、３点述べさせていただきます。 

1 点目は、今日、委員の方からもご発言いただいた「杉一小らしさっ

て何ですか」というご質問があって、お答えいただいたのは私はピンと

来なかったのですが、私も過去の委員会で発言をしたことがあります

が、アイデンティティをしっかり表現して整備をしていくというのがす

ごく大事だろうと思います。杉一はすごく歴史がある学校ですし、その

歴史を継承することが大事なのではないかと思います。杉一らしさ、杉
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一でなければいけない何か。 

杉並区の学校はいっぱいありますし、全国いろいろな学校があります

が、そことは違う何かというのは当然必要だろうと思います。そういっ

たところをしっかり表現できないのかなと言うのは、懇談会に最初に携

わったときからそういう話をさせていただきました。 

委員会の途中で、杉一の昔の写真を紹介頂き、子どもたちから自分の

好きな場所がどこかアンケートを取る話を聞いた時に発言したのが、

「子どもたちに学校で写真を撮るならどこで撮りたいですか」みたいな

のを聞いたらどうですかということです。どこがこの学校の自分の映え

スポットなのか、誰かに紹介するときに、この小学校で撮ったというの

を人に見せるときにどこを見てもらいたいかという意味で。そういうポ

イントはすごく大事だと思うので。今回のこのパースを見たときに、そ

れがどこなのかなというのは分からなかったです。 

先ほど阿佐谷独特のとか、オンリーワンのというコメントも頂きまし

たけれども、このデザインでどこが阿佐谷らしい風景なのか、オンリー

ワンなのかというのは分からなかったなというのが感想です。 

建物としてはボリュームがありますので、こういう感じなのは分かる

のですが、渋谷の公園みたいだなとは思いました。場所性とか、立地と

か、そこに備わっている機能とか文化とかで、宮下パークはああいう形

だと思うのですけれども、それと形が似ていて、15 ページのパースで

いうと、三角形の植栽帯の形は阿佐谷らしいのかなというのを思ったと

きに、住宅街の中で現れる風景として、これが本当に阿佐谷らしい姿な

のかというのは、もう少し検討する必要があるのではないかなと思いま

した。 

木材を内も外も使っていただいているのは全く否定しないですが、本

当だったらこれに意味があるといいなと思いました。もともとこの計画

はけやきの森の木を切るところからスタートしているので、けやきの木

自体は残っていないのかな。とか、そういう木を使うと本当はいいのか

なと、もうないのかもしれないですけれども、そういうのが本当は、こ

の地の歴史を継承することに繋がるのかなと思いましたが、けやきの木

がもうないならしようがないとは思うのですけれども、そういうこと

を、これを見て感じました。 

また、木の使い方も小割ではなくて面的に使われている表現のところ

も、これは何でかなというのは思いましたので、検証するべきことはい

ろいろあると思いますので、杉並らしさ、杉一らしさ、この場所で、ど
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ういう姿がいいのかというところは、もう一度検討いただきたいなと思

います。プロポーザルで選ばれた案だからというのはあると思うのです

が、人を選んだプロポーザルですので、その辺は柔軟に、もう１回検討

いただきたいと思いました。 

２点目は、先ほど防球ネット、フェンスの話があって、野球やサッカ

ーなどをやると、ネットが高く必要なのは、分かってはいるのですが、

10 ページの右のほうに断面図がありますが、歩道状空地と沿道緑地と

校庭で一体的なビオトープ空間をつくっていきますと見えます。敷地と

町との接点という意味で、ここの境界をどうつくるのかというのは非常

に大事だと思うし、私たちはふだん学校には入らないので、こういった

ところを通りながら、学校と接していくということになりますので、こ

こがいい空間になるといいなと思うのですけれども、実際は、恐らくこ

の歩道状空地と沿道緑地の間に高いネットが入ってしまう。セキュリテ

ィ上必要なものだと思うのですが、ここのつくり方をうまく工夫できる

と、せっかく歩道状空地を提供し、ビオトープもつくるのであれば、う

まくいくといいのかなと思いました。 

最後３点目ですが、学校ですので、授業を最優先にいろいろな計画を

していただくことは当然だと思うのですけれども、一方で、子どもの数

が減るなかで、高齢の方、地域に住んで生活している方が増えるという

ことで、この整備指針にもありますが、多目的にいろいろ活用できる施

設にするというのは、目標８のとおりだと思います。それを考えたとき

に、拠点というか、事務局のようなものは、学校の中にいるのではない

かと思いました。 

ＰＴＡが活動をする場所はあると思いますが、それと同じぐらい、学

校が終わった後で、開放するときに使うための、事務局の部屋みたいな

ものが必要なのではないかな思いました。運用の話かと思いますが、そ

ういったところも必要かなと思いました。 

進行役 事務局からありますか。 

日総建から、どうぞ。 

日総建 杉一小らしさのアイデンティティの話は、もっと、私がプロポーザル

のときに知り得る情報で、私から文章とか読んだり、あと、現地を見さ

せていただいたりということで、中に実は入れていないので、ぜひ皆さ

んの、何が杉一小かというところは、ぜひよく教えていただいて、それ

をデザインのネタにするというか、それでもっと考えていきたいと思っ

ています。外観の緑の貼り付け方も含めて。 
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映えるポイントという意味だと、玄関周りの入り口のところは頑張っ

たほうがいいかなと。委員長からもお褒めの言葉を少し頂いていますけ

れども、特徴のある学校というところで、その辺のところですとか。 

あと、うちの会社で昔、この左の下、敷地内に生えた木を輪切りにし

て、壁に貼って、その当時の６年生の子にサインをしてもらったりとい

うようなアートワークを作ってというところで、屋敷林の木が残ってい

れば、そういうことができればいいなと思って、参考として挙げさせて

いただいております。 

ＰＴＡ以外の居場所というのは、場所をどこに取るかという話なの

で、それは個別に。 

それから、２番目の境界をどうデザインするかという話、通行する人

の。今回、歩道状空地を２メートルとか取らなければいけない。先に少

し緑地帯もあるので、防球ネットはある一定の高さから上なので、そこ

の境界のところは緑と合わせて、ただ通行するところだけではなくて、

緑を歩いている方が、外側から歩いているときに楽しんでもらえるよう

なつくり方ができないかなというのは、率直には思っております。とい

うところで、その辺でやりくりしながらというところですかね。 

今ので３点、ご回答というところなのですけれども。 

委員 ありがとうございます。 

進行役 委員の皆様、ありがとうございました。本当にたくさんのご意見が出

てきているのですが、頂いている時間が刻々と終了の時刻を迎えており

ますので、先へ進めさせていただきます。 

それでは、次第の４に移ります。「基本設計(案)作成の流れ」で、事

務局から説明をお願いします。 

教育施設計画

推進担当係長 

それでは、事務局から、資料２「杉並第一小学校の基本設計（案）作

成の流れ」について説明させていただきます。 

この改築検討懇談会は、委員の皆様との意見や課題認識の共有を通し

て、校舎の配置や諸室の配置などを取りまとめた基本設計(案)を作成し

ていくことを目標としてございます。この進め方について簡単に図解し

たものが、資料２となってございます。 

これまでも簡単な表でスケジュールをお示ししたところでございま

すが、今回、１月の第５回目で、校舎の配置についてこれからまた日総

建様に簡単にご説明いただいて、今日は時間がないと思いますので、ご

質問、意見につきまして、もしもございましたらまた先ほどの意見の回

答票のほうで書いていただければと思います。 
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今日はご説明をさせていただいて、実際に今後その配置を次回でまた

決めさせていただいて、それから諸室の内容についても検討すると言う

流れで進めていきまして、最後６月に基本設計（案）というものをまと

めていきたいと考えてございます。 

こちらは、一応これまであさがやまちづくりセッションというものを

やってございまして、今回１月 31 日から２月１日にも予定してござい

ます。こちらも、今回皆様にお示しをしたものと同じものをパネルで展

示をさせていただきまして、その場でもまた地域の皆さんにご意見を頂

いて、それをまた併せて懇談会でも情報提供させていただいて、そして

まとめに進めていきたいと考えてございます。 

６回目は校舎の配置をもう少し具体的に検討して、それから、実際に

は諸室についても皆様のご意見を頂きながら、今日も頂きましたけれど

も、ある程度それも反映したものが出せればと考えてございます。 

最終的には６月終わりから７月にかけて、この案がまとまればと思っ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思ってございます。 

基本設計(案)の作成の流れにつきましては、以上でございます。 

進行役 それでは、ただいまご説明のありました「基本設計（案）作成の流れ

について」、ご質問ありましたらお受けいたします。 

委員、どうぞ。 

委員 教育施設計画推進担当係長さんに今ご紹介いただいたのですけれど

も、オープンハウスの会場はどちらになるのでしょうか。 

教育施設計画

推進担当係長 

オープンハウスの会場は、産業商工会館の１階にあります展示室にな

っております。 

日時ですが、１月 31 日と２月１日に分けてやってございまして、１

月 31 日は５時から８時まで。夕方から夜です。それから、翌日の２月

１日土曜日になりますが、こちらは朝の９時から１２時までという形に

なってございます。 

委員 ありがとうございます。 

進行役  ほか、ございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、次第の５に進みます。「校舎配置プランの検討」です。説

明をお願いいたします。 

日総建 お手元の資料３になると思いますけれども、校舎配置の比較検討資料

になります。 

まず、校舎の配置の比較表の見方なのですけれども、上のほうに配置

Ａ案、Ｂ案、Ｃ案、Ｄ案と並べています。この図の左上が北で、この図
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の右下が南で、東、西という配置になっています。 

敷地の使い方として、今回プロポーザル案でご提案させていただいた

のはこのＡ案で、敷地の特徴としては、図の上下に長くて、左右に狭い

という、正方形ではなくて、少し長方形しているという特徴がありまし

て、校舎を南側に置いた、南というか、図の下に置いた、それを反転し

て図の上側に置いた、それから、敷地を左右に分割して置いた案、その

反対側というような、大きく４つございます。 

こちらの４つある案のうち、評価項目が大項目として４つございまし

て、「校舎環境」「校庭の環境」、それから「住民近隣への環境」、それか

ら「水害・震災」という、上から１、２、３、４になります。 

細目はそれぞれいろいろあるのですけれども、時間が大分押していま

すので、概略だけ簡単に説明させていただきますと、校舎の広さに関し

ては、Ａ案が今標準の 7,700 平米。Ｂ案が敷地 7,800 平米、上に置くこ

とで敷地の幅が少し狭くなるので、特別教室などが少し５階に行ってし

まうということで、これだけ５階建てにしています。 

それから、左右に分割すると校庭が非常に狭くなるので、校舎の面積

としては同じ 7,800 平米なのですけれども、校庭の面積が一番左のＡ案

が 3,000 平米に対して、Ｂ案が 3,200 平米、Ｃ、Ｄが 2,300 平米と 2,500

平米ということで、どうしても左右に分けてしまうと小さくなるという

のと、あと、校庭が奥行がＣ、Ｄ案はないので、トラックを置いたとき

に周りの余地がないというのがＣ、Ｄ案の特徴になっていまして、なの

で、この２つは非常に設計していてよろしくないなと思っています。 

なので、Ａ、Ｂのどちらかで非常に悩んだのですけれども、Ａ案で、

先ほどご紹介したように１階に管理諸室を置いて、２、３、４階に普通

教室、特別教室がきれいにまとまって、一番上にプールの一部だけ乗る

という、非常に階構成性が明快なので、今回こちらをご説明させていた

だいたのですけれども、どうしても上に置くと幅が狭くなって、その分

５階建てになってしまうというのがＢ案のよくないところです。 

そのほか、いろいろあるのですけれども、近隣への影響というところ

で見ていただきたいのですけれども、影が周りにどう及ぶかという図を

作ってみたのです。赤いところが小学校の影で、８時から 16 時で、１

時間だけ周りに影を落とすというような、そういう図です。青が病院の

影です。８時から 16 時で１時間だけ。なので、Ａ案はここが校庭なの

で、左、敷地のほうには一部出ていて、あとは校庭内に収まっていく。

Ｂ案は、図の上のほうに出てしまうので、近隣の方にどうしても日が出
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てしまうのですね、病院の影以外に。Ｃ、Ｄ案に関しては、こういった

形で、どうしても北側のほうに影が出るという、そういった性状がござ

います。 

あと、校庭の日当たりなのですけれども、ちょうど 13 時の頃の日の

線を点線で書いてあるのですけれども、大体１時のときに、Ａ案の場合、

校庭の下半分が建物の日影になって、Ｂ案のときは病院の日影が１時の

ときに結構かかっているということで、ちょうど１時ぐらいを見ると、

午前中、こちらは非常に日当たりがいいのですけれども、こっちは西側

の夕方のときに日当たりがいいのですけれども、どうしてもちょうど昼

間辺りを狙ってみると、上の部分が日が当たらない部分が出るので、こ

ちらのほうが日照関係はいいかなと思っております。 

なので、校舎の教育の場としてのまず開口性の使い方。それから、校

庭の日照関係。それから、一番最後に近隣への日の影響というのを総合

すると、Ａ案のバランスが一番よくて、今回プロポーザルの案としてご

提案させていただきました。 

雑駁ですけれども、以上です。 

進行役 ありがとうございました。 

Ａ案というご提案を頂いています。この後、ご質問をお受けいたしま

す。時間が限られておりますので、午後５時 10 分をめどにお受けいた

します。どうぞ、ご意見のある方は挙手をお願いいたします。 

委員、どうぞ。 

委員 この４つの案で、費用的に、選定に大きな影響を及ぼすような差異は

ないという理解でよろしいでしょうか。 

校舎配置比較検討資料における A から D の４つの案に対するそれぞ

れの見積金額を教えていただきたい。 

日総建 延床面積がＡ案以外は 100 平米ぐらい増えているので、延床面積が増

えた分ぐらいは増になるのではないかと思っています。 

委員  この 7,700 平米と。 

日総建 7,700 が標準だとすると、Ｂ、Ｃ、Ｄは 7,800 になっているというこ

とです。 

委員 分かりました。ありがとうございます。以上です。 

進行役 ほかにございませんか。 

では、委員の皆様方、ご提案のＡ案で、何かありませんか。 

委員、どうぞ。 

委員 今日決まるわけではないですよね。もう時間がないですし。それに、



‐38‐ 

この懇談会が決める場ではないので、区として懇談会の意見も踏まえて

決定されるという理解ですので、私たちがこうでなければならないと申

し上げるわけにはいかない場だと思います。 

ただ、私の感想としては、ほぼＡかＢが議論の余地ありというご説明

に聞こえましたので、よくよく次回までに勉強して、具体的にいろいろ

と、なぜＡがいいのか、なぜＢのほうがいいのかということを具体的に

申し上げられるように準備したいと思います。 

以上です。 

進行役 委員、ありがとうございました。 

ほか、ございませんか。 

委員、どうぞ。 

委員 私、今日、この会に出るために、家から歩いてきたのですけれども、

この図でいうと、上の一方通行という場所の道を通って歩いてきたので

す。予定地を見ながら。現在の河北病院の建物を見ながら。ちょうど３

時 10 分か 15 分前ぐらいの時点の冬の時点、雲もなくて、日光がよく当

たっていましたけれども、皆さん、お感じになっている方もおおぜいい

らっしゃるとは思いますけれども、新しくできつつある河北病院、大き

いですね。その大きな建物の影が、ちょうど現在の河北病院、これから

杉一小を建てようと計画している土地に、大きく影となって重なってい

ました。杉一が移転してきたら、杉一のかなり部分は、特に冬の時期、

相当影になるなと思ってここに来ました。 

先ほど一般的に小学校、中学校も、大体校舎は北側にあって、南に面

した日当たりのいいところに校庭があるというふうに造られているの

が普通だったけれども、最近は逆のケースもあるのだというお話があり

ましたけれども、でも、やはり日が十分に当たる校庭で子どもたちが伸

び伸びと動き回ることができるというのが求められるところだと思う

のですね。 

ただ、これは設計というよりも、そもそもここの場所に持ってくる、

その南西側には大きな 10 階建ての河北があるのだという、基本的な場

所関係で、これはどう建てても逃れようがない。特に冬の時期の日照に

ついては、どのように工夫して建てたとしても、多くは望めない場所か

なと感じています。 

だけれども、小さな工夫でもいいから、この先も少し細かいところも

含めていろいろ考えていくことになると思うのですけれども、ぜひ、な

るべく日当たりのいい校庭で子どもたちが思い切り動き回ることがで
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きる形というのを考えていただきたいなと、これはお願いというか、思

います。 

進行役 委員、ありがとうございました。 

まだ２分ございます。よろしいでしょうか。 

教育施設計画

推進担当係長 

今回年度末になってきますとなかなかスケジュールも押してくると

思いますので、次回の日程につきましては、申し訳ありませんが、この

場でお知らせをさせていただきたいと思います。 

次回、６回目ですが、日付と時間指定で恐縮ですが、１か月後の２月

28 日の 14 時から２時間ほどを予定したいと思ってございます。 

まだ会場は決まってございませんので、改めて会場が確認取れ次第、

ご連絡したいと思うのですが、その前に１回、委員の皆様のご出欠も確

認できてから会場を確定させていただきたいと思っておりますので、改

めて連絡をさせてもらいたいと思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

進行役 それでは、閉会に当たりまして、学校整備・支援担当部長より挨拶を

頂きます。 

学校整備・支援

担当部長 

本日は、長時間にわたりまして懇談会どうもありがとうございまし

た。 

本日頂いた貴重なご意見は、この設計案をこれから具体化する中で、

しっかり受け止めさせていただいて、よりよいものにしていきたいと思

っておりますので、期間が６月というところで少しタイトなこともあり

ますけれども、ぜひ皆さんのご協力を頂いて、我々も皆さんのご意見に

真摯に向き合って対応していきたいと思いますので、今後ともぜひよろ

しくお願いいたします。本日はどうもありがとうございました。 

進行役 これで閉会といたします。時間が押しまして大変申し訳ありませんで

した。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

 


